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経験主義的言語論の光と影
― R . タ リ ス の 『 ソ シ ュ ー ル に あ ら ず 』 に よ せ て ―
Positive and Negative Aspects of an Empirical Linguistic 
Theory―with reference to Not Saussure by Raymond Tallis




















































































































































































































レ フ 丁 レ ン ス
qij) ｢意味と対象指示性は同じであるか｣(pp.
82-6)


























































































































































































































































































































































































































































































































































































ラ 〆 バ ロ ー ノレ
形 相 規 範 生産活動 : 実 質
(実現可能なもの)I(第一次実現) (第二次実限)
◇価値体系 ◇社会制度 ◇個人的実践 :◇材 質
◇記号学的関係 【◇言語現実 ◇言語活動 :◇物理的現実
解 く芸 書芸 : 頚在一連辞 言表行為 : 音 声 化(文脈) (選択と結合) (状況)I
○◎○(辞項才 ④㊥一㊥--一一---も -ー--一一一-O-一一一一一く互:互:)































































































































































































































































































































































レフ Tl′ソ シヤ ノレ
















































































































































































































































































































































































































































































































お あ り に
































































































































































27･船山､ ｢ディコソス トラクシ｡ンについて｣ p.49
とp.59.
- 52-
(付記)本稿は､早稲田大学言語教育研究所によって開
催されている ｢言語文学理論研究会｣の活動の一環と
して取 り組まれたものである｡
